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青森県のグルメ
特産品・ 名産品

ミニライブ・ イベント
キッチンカー・ 屋台

りんご娘

10時～21時

が

まる
ごと

お
祭
り
気
分

お
祭
り
気
分

ライブも
グルメも

青森
も

2026

[土]

2026

[土]

球 場 内球 場 外 周

時間
特設サイト 17時30分開演
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デリシャス

金星
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場
全

こ
の
日
は

友だちや家族といっしょに

はるか夢球場で

特別な一日を楽しもう！

青森県の

未就学児含む

小学生・ 中学生
ライブ無料ご招待



3.28
13:00 板柳町多目的ホールあぷる

日程 時間 会場 無料対象市町村 上履き持参

板柳町

18:00 TSURUTA LABO 鶴田町、つがる市

4.4

3.29
11:00 西目屋村中央公民館 西目屋村

16:00 鯵ヶ沢山村開発センター 鯵ヶ沢町

13:00 平内町立体育館 平内町、青森市、野辺地町

18:00 スポカルイン黒石 黒石市

4.5
11:00 名川中学校体育館

南部町、新郷村、三戸町、五戸町、
田子町、階上町、八戸市

中泊町、蓬田村、外ヶ浜町、
今別町、五所川原市

東北町、七戸町、十和田市、六戸町、
三沢市、おいらせ町、六ヶ所村16:00 東北町民体育館

4.11
11:00

ひらかわド リームアリーナ 平川市
16:00

4.12 11:00 深浦町民体育館 深浦町

4.18
13:00 スポーツプラザ藤崎 藤崎町

18:00 中泊町総合文化センターパルナス

4.19
10:00 大間中学校体育館

むつ市、東通村、横浜町

大間町、佐井村、風間浦村

14:00 大畑体育館

4.25
14:00

弘前市民体育館 弘前市
18:00

4.26
10:00 大鰐中学校体育館 大鰐町

18:00 田舎館村中央公民館体育館
上履き持参の会場は外履きを入れる袋をご持参く ださい。

田舎館村

青森県内在住の小学生・中学生
会場周辺の無料対象市町村に在住の方

有料 上記以外の方は事前にTIGETにてチケットをご購入ください

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

事前の申し込みは不要です。当日は住所や年齢などを確認させていただきます。

詳細は右のQRコードからリンクする特設サイト をご確認く ださい。

未就学児含む

スターキング
デリシャス

金星
はつ恋ぐりん

ピンクレディ

りんご娘が
みんなの町

で

りんご娘が
みんなの町

で

全力本気の
ライブ !!

全力本気の
ライブ !!

会場周辺在住の方無料ご招待!!会場周辺在住の方無料ご招待!!

無料
ご招待











                    令和８年４月２３日

子宮頸がん検診・乳がん検診のお知らせ 

都合の良い時期に受診ができるよう、医療機関で子宮頸がん検診、乳がん検診を実施いた

します。79 歳までの方で町の集団検診を申し込まなかった方には、5月末に受診券を送付し

ますので、お手元に受診券が届いてから受診してください。

【令和８年度から対象者と実施期間が変わります】 

１ 検診内容及び対象者 

検診名 検診内容 対象者 

子宮頸がん検診 
問診、視診、内診、 

細胞診 

20 歳以上の女性 

（平成 19 年 3 月 31 日以前に生まれた方で、令和 7 年

度に未受診の方） 

乳がん検診 
問診、マンモグラフィ

（乳房Ｘ線検査） 

40 歳以上の女性 

（昭和 62 年 3 月 31 日以前に生まれた方で、令和 7 年

度に未受診の方） 

２ 実 施 期 間  令和８年５月１日から令和９年２月２８日まで 

３ 料  金  無料 

※追加検査等を実施する場合は、別途料金がかかります。（検診とは  

別日に追加検査等を実施する場合もありますので、予約時にご確認く

ださい。） 

４ 指定医療機関  裏面をご覧ください。 

５ 受 診 方 法  受診券が届いたら、直接指定医療機関に申込みください。 

６ そ  の  他 ・集団検診を申し込まなかった対象の方には、受診券、検診のご案内、

指定医療機関一覧、受診票（乳がん検診のみ）を送付いたします。 

         ・次の方は保健福祉課にご連絡ください。 

①5月中に受診券が必要な方 ②80 歳以上の方で受診希望される方 

          ・町の集団検診を受ける方は、医療機関での検診は受けられません。 

問合せ先：大鰐町保健福祉課健康推進係  

電話 ５５－７１４９（直通） 

検診を受けて早期発見・早期治療に結びつけることが

何よりも大切です。 

 ２年に１回は検診を受診しましょう。 

回覧



診療時間等については、各医療機関にお問い合わせください。

子宮頸がん検診指定医療機関 

施     設     名 施 設 住 所 電話番号 

弘前市 

いちろうクリニック 弘前市大字早稲田４丁目１－５ 26-1692 

健生病院 弘前市大字扇町２丁目２－２ 55-7717 

国立病院機構 弘前総合医療センター 弘前市大字富野町１ 32-4311 

しらとりレディスクリニック 弘前市大字豊原２丁目１－２ 33-2822 

鳴海病院 弘前市大字品川町１９ 37-2550 

ともえ女性クリニック 

（旧：弘前レディスクリニック） 

弘前市大字駅前町８－１ 

 大町タウンビル３Ｆ 
35-2110 

藤盛医院 弘前市大字品川町２７－１ 32-0974 

婦人科 さかもとともみクリニック 弘前市大字早稲田３丁目２０－６ 29-5080 

メーラ．レディスクリニック 弘前市大字東長町６０－２ 31-1882 

ゆざわ産婦人科クリニック 弘前市大字品川町４８－１ 35-4635 

レディスクリニックすごう 弘前市大字外崎５丁目７－４ 28-8181 

弘前市医師会健診センター 弘前市大字野田２丁目７－１ 39-6611 

黒石市 黒石市国民健康保険黒石病院 黒石市大字北美町１丁目７０ 52-2121 

乳がん検診指定医療機関 

施     設     名 施 設 住 所 電話番号 

弘前市 

くりたクリニック 
弘前市大字表町２－１１ 

弘前ｽﾃｰｼｮﾝﾋﾞﾙ ｱﾌﾟﾘｰｽﾞ４階 
31-2100 

健生病院 弘前市大字扇町２丁目２－２ 55-7717 

鳴海病院 弘前市大字品川町１９ 37-2550 

弘前市医師会健診センター 弘前市大字野田２丁目７－１ 39-6611 

黒石市 黒石市国民健康保険黒石病院 黒石市大字北美町１丁目７０ 52-2121 



大鰐町職員採用試験の実施について

次のとおり職員を募集しています。

試験区分 募集人数 受験資格 締切日 第１次試験

行政職

(大卒程度)
若干名

次の①、②のいずれかに該当する者

①平成９年４月２日から平成17年４月１日までに生

まれた者

②平成17年４月２日以降に生まれた者で、学校教育

法による大学（ 短期大学を除く 。） を卒業した者

又は令和９年３月31日までに卒業する見込みの者

６月５日(金)
６月27日(土)

大鰐町内

※日本の国籍を有しない者、地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する者は受験できません。

※大卒程度とは、大学卒業者が対象ということではなく 、試験問題の程度が大学卒業程度であるという意味

です。受験資格を満たしていれば受験可能です。

●申込方法

受験申込書を下記宛先まで郵送してください。

【 〒038-0211 青森県南津軽郡大鰐町大字大鰐字羽黒館５番地３ 大鰐町総務課職員採用試験担当宛 】

※受験申込書は、町ホームページからダウンロードできるほか、総務課で配布しています。

※郵送する際には、封筒に「 受験申込」 と明記してください。

※写真（ カラー写真、縦４cm×横３cm） は、試験日から６か月以内に撮影したもので、裏面に試験職種と

氏名を必ず記入して貼付してください。

●留意事項

（ １） 第２次試験の日程及び会場は、第１次試験合格者に合格通知とともにお知らせします。

（ ２） この試験の最終合格者は、採用試験の得点順に採用候補者名簿に登載され、上位の者から意思を確認

した上で採用します。採用の時期は、令和９年４月１日以降の予定です。なお、採用候補者名簿の有効

期限は、令和10年３月31日までです。

（ ３） 最終合格者であっても、受験資格を満たさないことが判明した場合は、採用候補者名簿から削除され、

採用資格を失います。また、受験申込書の記載事項に虚偽があった場合又は採用までに公務員としてふ

さわしくない行為等があった場合は、採用されないことがあります。

（ ４） 試験科目は、町ホームページに掲載しています。

●初任給

大学新卒者で237, 600円

※初任給は、経験年数等により加算されることがあります。

●その他

今年度は、行政職（ 高卒程度） の募集は行いません。

回覧

【 お問合せ】

大鰐町総務課職員採用試験担当 ℡0172-48-2111（ 内線115）



  令和8年4月23日 

肝炎ウイルス検査を受けたことはありますか？

 大鰐町では、平成14年度から複合検診において、肝炎ウイルス検査を行っております。 

町では、肝炎ウイルス検査の結果、肝炎ウイルスに感染している恐れがあると判定される割

合が高く、また肝炎ウイルスが原因であることが多い肝臓がんの死亡率が高い状況にあり

ます。 

 肝臓がんを予防するためには、肝炎ウイルスがないか検査し、肝炎ウイルスがあると分かっ

た場合は、早期治療することが大切です。 

 肝炎ウイルス検査をまだ一度も受けていない方は、ぜひ検査を受けてください。また、周り

の方でまだ検査を受けていない方がおりましたら、ぜひお勧めください。 

記 

１ 対   象  大鰐町に住所を有し、過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない３０歳以上 

             の方（※年齢は令和9年3月31日時点です。） 

２ 日   程  令和8年6月10日(水)～12日(金)、14日(日)～18日(木) 

 7月 9日(木)、 10日(金)、13日(月)～15日(水) 

11月25日(水)～27日(金) 

※6月16日(火)は女性限定日です。 

３ 場   所  大鰐町地域交流センター 鰐come

４ 検査内容  問診、採血 

５ 料   金  無料 

６ 申   込  上記検査希望日の1週間前までに下記の方法で申し込みください。 

              ①保健福祉課８番窓口 

         ②電話 

         ③インターネット （24時間受付中）     

             右記の二次元コードから申し込みください。 

７ そ の 他   肝炎ウイルス検査は生涯に１回の検査が適当とされておりますので、検査を 

              受けたことがある方は、今回検査を受ける必要はありません。 

              町の複合検診日に実施しますので、がん検診等と併せてすでに申し込みをし  

           ている方は、申し込み不要です。 

申し込み先 大鰐町保健福祉課 健康推進係 

                                                   電話  55-7149(直通) 

回 覧 

【インターネット予約】 



子育て世帯向け

新築 ・ 購入

最大５０万円！

リ フ ォ ーム

最大３０万円！

移住者向け

新築 ・ 購入

最大１００万円！

リ フ ォ ーム

最大３０万円！

大鰐町移住・ 子育て住宅支援事業【 令和８年度】

町では、住宅の新築、購入、リフォームを行う「 移住者」 または「 子育て世

帯」 に対して、その経費の一部を補助します。

★申請・ 問合せ先★

大鰐町企画観光課 移住定住促進係 0172-55-6561（ 直通）

申請を希望される方は事前にご相談ください！

大鰐町は移住者・ 子育て世帯を応援します！
～移住・ 子育て住宅支援事業補助金～

事業開始前に

申請が必要です！

一度受けたことがある方

でも、再度申請できます！

（ ※条件あり）

回覧



申請期間

令和８年４月１３日（ 月） ～令和８年１２月２５日（ 金）
※予算が無くなり次第、終了となります。（ 先着順）

主な要件

・ 自己が町内に所有し居住する住宅（ 新築・ 建売・ 中古）

・ 住宅整備（ 新築、建売または中古住宅の購入、リフォーム）を実施する、「 移住者」または「 子

育て世帯」 に該当する方

※「 移住者」 とは…次のア、イのいずれかに該当し、町内に定住の意思がある方

ア 申請日以前の５年間において、町内に住民登録及び居住実態がない方

イ 町内に住民登録した日以前の５年間において、町内に住民登録及び居

住実態がなく 、かつ転入後２年以内の方

※「 子育て世帯」とは…町内に住民登録及び居住実態があり、扶養する２２歳以下の子どもまたは

妊婦と同居する方

・ 今年度は、令和３年４月１日以降に、大鰐町移住・ 子育て住宅支援事業による補助金の交付の決定

を受けていなければ再度申請できるようになりました！

※その他要件がございますので、詳細についてはお問い合わせください。

補助額

新築または建売・ 中古住宅の購入

（ 費用が500 万円以上(税抜)であること）

リフォーム

（ 費用が30 万円以上(税抜)であること）

移住者
補助対象経費の３％

（ 上限１００万円）
補助対象経費の３０％

（ 上限３０万円、

空き家の場合は上限５０万円）子育て世帯
補助対象経費の３％

（ 上限５０万円）

手続きの流れ

①交付申請
【 申請者】

・ 交付申請について、工事に着手または売買契約を締結する前に申請してく だ

さい。

・ 実績報告について、住宅整備の完了日から３０日以内または令和９年３月３１

日までのいずれか早い期日までに書類を提出してく ださい。

・ 申請書類や詳しい内容については、こちらからご確認ください。

・ その他、気になる点等ございましたらご相談ください。

②交付決定
【 町】

③工事着手・
売買契約締結
【 申請者】

④工事完了・
住宅購入、
建物登記
【 申請者】

⑤実績報告
【 申請者】

⑥交付額確定
【 町】

⑦請求
【 申請者】

⑧交付
【 町】

リフォームは町内事業者による

工事のみ対象となります！



大鰐町結婚新生活支援事業【 令和８年度】

結婚新生活支援事業補助金

～新婚世帯の新生活を応援します～

町では、少子化対策や活力あるまちづく りを推進するため、婚姻に伴う新生
活に係る費用（ 住宅費、引越費、リフォーム費） の支援をします！

★申請・ 問合せ先★

大鰐町企画観光課 企画係 0172-55-6561（ 直通）

申請を希望される方は事前にご相談ください！

申請期間 令和８年４月１５日（ 水） ～令和９年３月３１日（ 水）
※予算が無く なり次第、終了となります。（ 先着順）

【 受付時間：午前８時１５分～午後５時（ 土日祝日・年末年始（ 12/29～1/3）を除く ）】

主な要件
・ 令和８年１月１日以降に婚姻届が受理された夫婦

・ 婚姻届受理時の年齢が夫婦ともに３９歳以下

・ 夫婦の令和７年分の所得の合計金額が５００万円未満

・ 対象となる住宅が町内にあり、当該住宅の所在地に住民登録していること

・ 対象の講座のうち、いずれかの受講をされた夫婦

※詳しくは裏面をご確認ください

婚姻日時点で

夫婦ともに

３９歳以下の場合

最大３０万円！

婚姻日時点で

夫婦ともに

２９歳以下の場合

最大６０万円！

回覧



１．対象者

○令和８年１月１日以降に婚姻した夫婦で、年齢３９歳以下、

夫婦の所得を合算した世帯所得５００万円未満の方

▼必須要件

・ 対象となる住宅が町内にあり、夫婦の双方又は一方が当該住宅の所在地に住民登録していること

・ 同一世帯に属する方全員が町税等滞納していないこと

・ 他の公的制度による家賃補助を受けていないこと

○以下の４つの項目の中から、いずれかを受講している夫婦

①ライフデザイン支援講座

②プレコンセプションケアに関する講座

③医療機関への妊娠・ 出産に関する相談

④共家事・ 共育て講座の受講

２．対象費用

○令和８年４月１日から令和９年３月３１日までの間に支払った以下の費用

・ 新居の購入費、新居の家賃、敷金、礼金、共益費、仲介手数料

・ 新居への引越しに伴う引越業者や運送業者に支払った引越費用

・ 結婚を機に新たに住宅をリフォームする際にリフォーム業者に支払った費用

※倉庫や車庫、門、フェンス、植栽等の外構に係る工事費用及び洗濯機等の家電購入・ 設置に係る

費用については対象外となります。

３．補助（ 限度） 額

・ 夫婦ともに婚姻日時点の年齢が２９歳以下の場合、１世帯当たり上限６０万円

・ その他の場合、１世帯当たり上限３０万円

※補助金は、千円未満切り捨てした額となります。

※補助対象に含まれないものがありますので、必ず事前にご相談ください。

①交付申請

②交付決定

【 提出書類】

□交付申請書（ 様式第１号）

□補助金等交付申請額算出調書（ 様式第２号）

□経費の配分調書（ 様式第３号）

□婚姻日が確認できる書類 （ 例： 戸籍謄本、婚姻届受理証明書等）

□夫婦の最新の所得証明書

□領収書（ ※令和８年４月１日から令和９年３月３１日までの間に支払った費用が対象）

□【 貸与型奨学金を返済している場合】 貸与型奨学金年間返済額がわかるもの

□【 住居を賃借している場合】 住宅手当支給証明書（ 様式第４号）

□同意書（ 様式第５号）・ 誓約書（ 様式第６号）

□その他町長が必要と認める書類

【 町】 提出書類等を確認し、交付決定通知を発行します。

【 提出書類】

□請求書（ 様式第９号）

□振込口座がわかる通帳の写し

【 町】 請求により、補助金を支払います。

③請 求

④交 付

～手続きの流れ～



【 一般相談】

開設日 令和８年５月７日（ 木）

時 間 ９： ００～１２： ００

場 所 大鰐町総合福祉センター

担 当 相談員

申込締切 令和８年５月１日（ 金）

《 連絡先》

社会福祉法人大鰐町社会福祉協議会

電話 ４７－５１５１

回覧

※相談は無料です。

※予約制ですので、期日までに

ご予約をお願いします。

年に２回の、弁護士が対応する相談日です。

相続関係や土地問題など…困りごとは是非ご相談くだ

さい。（予約は５件までです。お早めにご予約ください。）

開設日 令和８年５月15 日（ 金）

時 間 １０： ００～ １２： ３０

場 所 大鰐町総合福祉センター

担 当 小田切 達（ 弁護士）

申込締切 令和８年５月13 日（ 水）

※定員になり次第終了となります
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ウェルフェア

みんなでくあんしんおおわに

~
咲
き
誇
る
懐
か
し
の
名
曲
た
ち
~

令
和
８
年
３
月

日
（
土
）
、
大
鰐

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
『
福

祉

セ
ン
タ
ー
~
み
ん
な

で
カ
ラ
オ
ケ

２
０
２
６
~
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
冬
季
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り

予
防
を
目
的
と
し
て
例
年
実
施
し
て
い

る
『
入
浴
福
祉
バ
ス
（
無
料
）
』
を
運
行
し

た
こ
と
も
あ
り
、
総
勢

名
を
超
え
る

方
が
カ
ラ
オ
ケ
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
舟
木
一
夫
さ
ん
の
「
高

校
三
年
生
」
や
、
三
田
明
さ
ん
の
「
美

し
い
十
代
」
、
川
中
美
幸
さ
ん
の
「
二

輪
草
」
な
ど
、懐
か
し
の
名
曲
が
流
れ
、

観
客
か
ら
も
自
然
と
歓
声
や
手
拍
子
が

舞
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
」
「
こ
う
や
っ
て
み
ん
な

で
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
っ
て
嬉
し
い
」

「
昔
の
曲
を
聞
け
ば
青
春
に
戻
っ
た
み

た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
の
冬
も
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
大

鰐
町
で
し
た
が
、
こ
の
日
の
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
あ
た
た
か
く
も
心
躍
る
、
蕾

が
ほ
こ
ろ
ぶ
よ
う
な
、
ま
さ
に
春
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
空
間
に
な
り

ま
し
た
。

春

の
訪
れ
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令和８年度 事業計画

・

・・・・町 ・・

１．法人経営の組織基盤の強化

❶会員の加入促進

❷理事会・評議員会及び各委員会・部会の設置開催

❸監査の実施（監事監査２回、財政援助団体に係る

町監査委員監査、社会福祉法人指導監査）

❹職員の資質向上、能力開発のための人事評価制度

の効果的運用と職員研修等への積極的参加の促進

２．地域共生社会に向けての取組

❶地域支え合い体制の構築

住民や関係団体との連携協働による、ほのぼのコミュニティ21推進事業、生活支援体制

整備事業、福祉懇談会、みんなの食堂の実施

❷福祉教育・ボランティア活動の推進

ボランティアセンターの運営、ボランティア推進校の指定、ボランティアスクール、除

雪ボランティアの他、指定管理事業と連携したボランティア活動の実施

❸生活困窮者等の自立支援

たすけあい貸付金及び援助品支給、青森しあわせネットワークによる世帯の自立支援、生

活福祉資金貸付、関係機関との連携した支援の実施

❹総合相談・援助体制の確立

心配ごと相談所（毎月）、津軽広域法律相談（年２回）、随時窓口相談のほか、中南地域総

合相談窓口の活用と相談員等研修会の参加及び開催

❺在宅生活におけるサポート体制とその他高齢者支援

介護用品支給、福祉機器の貸出、福祉安心電話の設置見守り、日常生活自立支援（金銭

管理等）

３．指定管理制度・受託事業の堅実な運営

老人福祉センター・中央児童館の管理運営、放課後児童クラブの実施による子育て支援の他、

戦没者追悼式、長寿福祉祭等受託事業の堅実な実施

４．福祉情報の提供と啓発

ウェルフェアの発行（年４回）、ホームページの有効活用、社会福祉大会の開催

５．高齢者の生きがい・交流機会の創出

老人クラブの会員増強及び事業の活性化、ふれあいサロンの開催、入浴福祉バス運行と高齢

者生きがい事業の実施

６．共同募金配分金を活用した地域福祉の推進

一人暮らし高齢者おせち配布、ひとり親子育て応援事業の実施、花苗配布や地域の集いの場

への助成などによる交流の場づくり

７．福祉関係団体への援助指導、協働事業の推進

共同募金会、老人クラブ、母子寡婦福祉会、身体障害福祉会、遺族会等への援助及び協働事

業の推進

８．シルバー人材センターの運営

高齢者の社会参加と生きがいを目的とし、就業機会の提供及び活力ある地域社会づくりのた

めの事業実施

基本
理念
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【 収入の部】 （ 単位： 千円）

収 入 勘 定 科 目 金 額

会費収入 2,086 

寄付金収入 25 

経常経費補助金収入 31,505 

受託金収入 57,472 

貸付事業収入 100 

受託事業収入 17,400 

労働者派遣事業等受託収入 90 

共同募金配分金収入 1,130 

受取利息配当金収入 160 

その他の収入 230 

施設設備等収入 0 

その他の活動収入 0 

前年度繰越額 2,629 

※前年度繰越額は確定していないた
め、 予算の収支差額分を仮計上し
ております。 決算額確定後補正と
なります。

合 計 112,827

【 支出の部】 （ 単位： 千円）

支 出 事 業 金 額

法人運営事業 25,083 

企画広報事業 351 

老人福祉事業 443 

福祉団体助成金事業 1,795 

共同募金配分金事業 1,130 

ほのぼの交流事業 345 

安心電話事業 380 

たすけあい貸付事業 1,130 

戦没者追悼式事業 321 

長寿福祉祭事業 1,590 

地域支援 311

生活支援体制整備事業 5,499 

老人福祉センター事業 17,866 

放課後児童事業 15,494 

児童館事業 17,804 

シルバー人材センター事業 22,095 

その他事業（ ６事業） 1,190 

合 計 112,827

令和8年度 収支予算額

※令和８年度当初予算の詳細については、 当会ホームページに掲載しておりますのでご覧く ださい。

月 日 担当社協 開催場所 月 日 担当社協 開催場所

４月17日（ 金） 平川市社協 尾上地域福祉センター 10月16日（ 金） 板柳町社協 板柳町公民館

５月15日（ 金） 大鰐町社協 総合福祉センター 11月20日（ 金） 大鰐町社協 総合福祉センター

６月19日（ 金） 藤崎町社協 常盤老人福祉センター 12月18日（ 金） 田舎館村社協 社協デイサービスセンター

７ 月17日（ 金） 西目屋村社協 西目屋村社会福祉協議会 １月15日（ 金） 板柳町社協 板柳町公民館

８月21日（ 金） 平川市社協 碇ヶ関地域福祉センター ２月19日（ 金） 平川市社協 平川市役所第２庁舎

９月18日（ 金） 藤崎町社協 藤崎老人福祉センター

◆対応 心配ごと相談員

◆場所 大鰐町総合福祉センター

◆時間 ９ ： 00 ～12： 00

予約制となっておりますので、 事前にご予約を
お願いします。

◆対応 小田切達弁護士 ◆時間 10： 00 ～12： 30

律広 相域 談法 所

心大 配鰐 ご町 と 相談所

※予約制となっております。（ ５ 件まで）

◆開設予定日

月 日 月 日

４月２日（ 木） 10月１日（ 木）

５ 月７日（ 木） 11月５日（ 木）

６ 月４日（ 木） 12月３日（ 木）

７ 月２日（ 木） １月７日（ 木）

８ 月６日（ 木） ２月４日（ 木）

９ 月３日（ 木） ３月４日（ 木）
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・・・・・・

～
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
毎
年

月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
鰐
町
で
も
、
地
域
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
は

月
４
日
に
、
大
鰐
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
鰐
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
で
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
募
金
も
行

い
、

月
に
弘
前
市
で
開
催
さ
れ
た
青
森
ワ
ッ
ツ
の
試
合
会
場
と
、
２
月
に
大
鰐

温
泉
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
国
ス
ポ
に
お
い
て
も
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
大
鰐
町
の
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
高
齢
者

支
援
や
子
育
て
支
援
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
も

円
以
上
募
金
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
、
大
鰐
町
限
定

ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
進
呈
し
て
お
り
ま
し
た
（
戸
別
募
金
は
対
象
外
）
。
大
鰐
町
ら
し
い

ス
キ
ー
デ
ザ
イ
ン
で
、
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
社
協
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
募
金
箱
は
社
協
窓
口
に
引
き
続
き
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内 訳 募金額（ 円）

戸別募金 1,173,465

街頭募金 6,914

学校募金 3,387

職域募金 83,121

イベント 募金 87,707

その他 60,690

合 計 1,415,284

赤
い
羽
根
共
同
募
金
実
績
報
告

（ 令和８年３月末現在）

大鰐小学校募金活動

国スポイベント募金

～助成金を希望する団体を公募しています～

広・・・

対象：福祉関係団体、ボランティア団体等

まちづくり、地域活性化、福祉課題の解決等を

目的とした事業へ１団体・法人につき総事業費

の75％相当額（上限500,000円）

・・・・

対象：活動期間が1年以上の町内会・自治会

住民のたすけあい活動の普及、住民参加の福祉

活動の活性化を図る事業へ１町会・自治会につ

き総事業費の75％相当額（上限300,000円）

　※令和９年度に行われる事業が対象となります。

・・・・令和８年４月６日～５月15日

ひ
と
り
親
家
庭
学
習
応
援
図
書
カ
ー
ド
配
付

~
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
~

大
鰐
町
社
協
で
は
、
今
年
も
共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
一
環

と
し
て
、
４
月
に
新
し
く
小
学
校
、
中
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
へ
、
お
祝
い
の
図
書
カ
ー
ド
を
配
付
し

ま
し
た
。
本
事
業
は
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
の
学
習
環
境
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
さ
れ
た
保
護
者
か
ら
は
、
「
子
供
の
学
習
に

役
立
て
ま
す
」
「
助
か
り
ま
す
」
な
ど
の
感
謝
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・
・
・
事
業
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ま
す

〈 お問合せ〉

大鰐町共同募金委員会

TEL 0172-47-5151
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３
月
６
日
（
金
）
大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
大
鰐
町
ほ

の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
「
地
域
支
え
合

い
活
動
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
を
は
じ
め
民
生
委
員
児
童
委
員
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
各
地
区
区
長
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
、一
般
の
町
民
の
方
も
含
め

名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
災
害
時
を
想
定
し
、
自
分
や
家
族
、
地
域
を
守
る
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
題
材
に
、

当
法
人
職
員
が
被
災
地
で
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
体
験
談
を

報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

佐
藤
毅
信
氏
を
講
師
に
迎
え
、
防
災
へ

の
備
え
や
平
川
市
で
の
支
え
合
い
へ
の

取
り
組
み
事
例
な
ど
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
あ
ら
た
め
て
〝
つ
な
が
り
〟
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
こ
れ
を
機
に
防
災
・

減
災
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い
」

「
見
守
り
は
〝
お
互
い
様
〟
。
広
め
て
い

き
た
い
」「
あ
い
さ
つ
が
つ
な
が
り
に

な
っ
て
い
く
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
、
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
大
鰐
町
で
の
「
地
域
支
え
合

い
」
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多数の意見が飛び交いました 講演の様子

令
和
７
年
度

地
域
支
え
合
い
活
動
研
修
会

～
「
災
害
」「
地
域
の
つ
な
が
り
」
「
支
え
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
～


月

日
（
土
）
に
開
催
し
た
、
『
新
春

お
茶
会
』
に
は
・
名
の
お
客
様
が
来
て
く

だ
さ
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
お
客
様
を
迎

え
る
前
に
、
講
師
の
方
か
ら
お
も
て
な
し

の
大
切
さ
や
作
法
お
点
前
な
ど
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
お
茶
を
点た

て

た
り
、
お
客
様
に
ど
の
よ
う
に
お
出
し
す

る

の
か
な
ど
の
練
習
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
自

分
で
点た

て
た

お
茶
の
味
は
格
別

だ
っ
た
よ
う
で
、
い
つ
も
は
「
苦
い
」
と

残
す
子
ど
も
も
「
お
い
し
い
！
」
と
飲
み

干
し
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
お
茶
会
が
始
ま
る
と
、
受
付
や
席
の
案
内
、
お
茶
菓
子
を
準
備
す

る
担
当
、
ま
た
裏
方
で
は
お
客
様
を
お
待
た
せ
し
な
い
よ
う
に
と
、
手
際
よ
く

お
茶
を
た
て
る
担
当
な
ど
、
皆
で
声
を
掛
け
合
い
連
携
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に

お
も
て
な
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
客
様
に
「
か

わ
い
い
ね
」「
あ
り
が
と
う
」「
美
味
し
か
っ
た
よ
」

な
ど
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
と
て
も
喜
び
、
う

ら
ら
か
な
春
の
お
茶
会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
、
子
ど

も
達
の
お
点
前
を
、
あ
た
た
か
く
見
守
り
な
が
ら
、

味
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
椅
子
席
で
の
お
茶
会
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
達
と
共
に
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

世
代
間
交
流
新
春
お
茶
会

「お客様が来てくれてうれしい！」

講師の方からお茶の点
た

てかた
について教えてもらっていま
す。

「ようこそ、いらっしゃいませ。」

「お名前を教えてください。」
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今
年
も
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、
除
排
雪
が
難
し
い
方
を
対
象

に
１
月

日
、
２
月
７
日
、

日
の
計
３
回
、
大
鰐
中
学
校
の
生

徒
、
延
べ

名
「
こ
ま
っ
て
い
る
人
を
た
す
け
隊
」
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る

方
を
助
け
よ
う
と
す
る
一
生
懸
命
な
姿
勢
や
、
率
先
し
て
声
を
掛

け
合
い
、
協
力
す
る
姿
に
対
し
、
依
頼
者
、
地
区
の
民
生
委
員
児

童
委
員
、
近
隣
住
民
等
か
ら
も
感
謝
や
称
賛
の
言
葉
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
ま
っ
て
い
る
人
を
た
す
け
隊

大鰐町社協
に

ボランティ ア
の

登録をしませ
んか？

登録すると何かメリットがあるの？

令和８年度のボランティ アを募集します!!

詳しくはコチラ⇒大鰐町社会福祉協議会 TEL：47-5151FAX：47-5153

大鰐町社協では、地域のさまざまな課題に取り組

んでいるボランティア団体や個人の皆様を応援す

るためにボランティアの登録を受け付けておりま

す。ぜひ、ご登録ください。（※年度毎に登録が必

要です。）

・無料でボランティア保険に加入できます。

・大鰐町社協がボランティアを紹介したり、活動先（ニーズ）につなぎます。

登
録
・
・

こまっている人をたすけ隊員

対応件数 ５件 参加隊員延べ人数 28名

除雪中の様子
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みんなの食堂 おおわに

昨
年
度
の
食
堂
で
は
、
福
祉
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
開
催
、
保
険
会

社
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
社
協
な
ら
で
は
の
食
堂
と
し
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
併
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
小
学
生
と
高
齢
者
が
血
管
年
齢
の
若
さ
を

競
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
団
体
の
皆
様

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
か
ら
じ
ゃ
が
い
も
、
り
ん
ご
、
山
菜
の
塩

漬
け
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、
食
堂
の
材
料
と
し

て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
を
く
だ
さ
っ
た
町
民
の
皆

様
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
へ
出
向
い

て
食
事
を
提
供
す
る
「
出
張
食
堂
」
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
が
難
し
い
方
々
も
参
加
で
き
る
食

堂
を
作
り
た
い
と
考
え
、
今
年
度
か
ら
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。

大
鰐
町
内
の
各
区
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
初
年
度
は
八
幡
館
・

鯖
石
地
区
と
居
土
地
区
の
集
会
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
地
域
内

交
流
の
目
的
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
は
対
象
地
区
に
お
住
ま
い

の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

令和８年度 日程 主なメニュー予定

4月24日（金) 肉うどん、惣菜、ヨーグルト

5月23日（土) カレーライス、ゼリー

6月18日（木) サンドイッチ、スープ、スイーツ

7月18日（土) 出張食堂in八幡館

8月22日（土) 出張食堂in居土

9月26日（土) 豚汁、混ぜおにぎり

10月23日（金) 自分で作る棒パン、クリームシチュー

11月14日（土) ポークカレー、ポテトサラダ、りんご

12月18日（金) 彩り寿司、からあげ、汁物

1月22日（金) 豚汁、わかめごはん、みかん

2月20日（土) 肉じゃが、ごはん、バナナ

3月13日（土) 魚料理、ごはん、和え物

出張食堂

・・・・・


・

・

大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ

定

・

50
名
程
度


・
・

一
食
100
・

・
日

参

※
ア
レ
ル
・

・
応
は
で
き
ま
せ
ん

大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
・

４
７

５
１
５
１

２月に作
った焼肉

定食
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寄付金・・・・ ・ 大学人・社・ ・学・
地・ ・ ・・・ 学・ ・・・

・・・・・・・・・・・・入り・
大鰐・・・ン協同・合

・ ・ ・ン・２・・・ ・り・・ド・・・本４𠂇
・ 方・

・テ・・・・・・入・ ・

善意の寄付

この広報紙は、 皆様からの「 社協会費」 と「 共同募金配分金（ 赤い羽根募金）」 の一部により発行しています。

編

集

後

記

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・

・

・

・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・


・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
37



・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・

・

・














・
・
・














・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・

・
・
・

・
・
・
・
・

投

稿

歓

迎

皆様からの寄付
ありがとうございます

中央児童館（ 総合福祉センター）の使用料が変わります!!

４ 月１ 日より、 次のとおり中

央児童館（ 総合福祉センター）

の使用料が変更となります。

皆様お間違えのないようお願

いいたします。

使用時間

室名

午前９時

～

午後１時

午後１時

～

午後５時

午後５時

～

午後９時
全日

３階集会室 15,450 20,600 25,750 36,050

２階遊戯室 12,360 15,450 18,540 25,750

２階視聴覚室 3,090 4,120 5,150 6,180

２階静養室 2,060 3,090 4,120 5,150

■３月31日まで

使用時間

室名

午前９時

～

正午

正午

～

午後５時

午後５時
～

午後９時
全日

３階集会室 8,250 11,000 13,750 27,500

２階遊戯室 6,600 7,700 8,800 16,500

２ 階調理室 1,980 1,980 2,530 3,300

２階視聴覚室 1,100 1,650 2,200 3,190

２ 階小会議室 770 1,100 1,430 2,090

２階静養室 770 1,100 1,430 2,090

■４月１日から



※先着順ですので、視聴希望の方は下記までご連絡ください。 

※「オレンジ・ランプ」は、今後も上映を予定しています。詳細が決まり次第あらため

てお知らせします。 

おれんじカフェ 

大鰐町の認知症地域支援推進員が開催している、認知症について知る、相談す

ることができる場です。認知症の人やその家族だけではなく認知症に関心のある

方がどなたでも参加できます。 

今回のおれんじカフェは、認知症をテーマにした、映画「オレンジ・ランプ」

を上映します。「認知症になったら人生終わりではない」という気づきと共に、認

知症を自分ごととして考えるきっかけになるような映画です。これを機に、認知

症のことをもっと知ってみませんか？ご自身のことや大切な家族のことも見つ

め返す機会になるのではないでしょうか。どうぞお気軽にご参加ください。 

≪映画のご紹介≫ 

申込・問合せ先 大鰐町保健福祉課 地域包括支援係 電話：55-6569 

日にち 令和８年５月２０日（水） 

時 間 ９：３０～１１：３０ 

参加費 無料 

申 込 下記まで連絡 

   ５月１８日（月）まで 

場 所 大鰐町総合福祉センター 

      ２階 視聴覚室 

回覧 

令和８年４月２３日 

39 歳で若年性認知症と診断されながら、会

社勤務を続け、笑顔で生きる丹野智文さんの

実話に基づく物語です。 

認知症になった本人やその家族が、認知症と

どのように向き合えば笑顔で生きられるのか。

認知症になっても安心して暮らせる社会と

は？ 

認知症になった夫とその妻の９年間の軌跡

を描く、笑いと涙の日々をぜひご覧ください。 









令和8年度 

大鰐町空き店舗等活用創業支援事業補助金のご案内 

【 創業する方向け】  

町では、空き店舗等の活用による創業の促進や商業の振興、地域経済の活性化 

を図るため、空き店舗等において事業を開始する方を支援します。 

■留意事項■ 

◎この事業は補助金の交付決定後に工事等着手することとし、また、完了日から３０日以内または 

令和９年３月３１日までのいずれか早い日までに実績報告書を提出する必要があります。 

◎このチラシに記載のない要件もありますので、必ず事前にご相談ください。 

 【申請・問合わせ】 大鰐町企画観光課 観光商工係  ☎ 0172－55－6561 

〒038-0211 大鰐町大字大鰐字羽黒館５番地３       

※空き店舗等とは 

１か月以上使用され

ていない空き店舗、

空き事務所または空

き家などです。

募集 

期間 

令和８年５月８日（金）から令和８年１２月２８日（月）まで  

※令和８年４月１日から令和９年３月３１日までに実施する事業が対象 

受付時間：午前８時１５分～午後５時（土日祝日を除く） ※予算が無くなり次第終了（先着順）

対象者
次の要件を全て満たす個人または法人

●事業に必要な資格や認可等を取得する見込みがあること 

●２年以上継続して営業する意思を有すること 

●営業時間が通年または週４日以上であり、営業時間が１日５時間以上であること 

●今後大鰐町に転入または移転する事業者の場合で、営業開始の日から２年以上大鰐 

町に居住または本店を有することが見込まれること 

●空き店舗等の所有者と申請者との関係が、同一世帯または生計を一緒にする者若し 

くは２親等以内の親族でないこと 

●空き店舗等の所有者と同一の法人等に属する者でないこと 

●既に町内の店舗に出店している申請者が、空き店舗等に出店する場合、町内の当該 

店舗が空き店舗とならないこと 

●市町村税を滞納していないこと 

●国、県が実施する同様の制度による補助金、助成金等を受けていないこと 

●大鰐町暴力団排除条例に規定する内容に該当していないこと 

対象 

事業 

都市計画法に規定する市街化区域内に

おいて、空き店舗等を借り上げて実施す

る小売業、飲食サービス業、生活関連サ

ービス業、その他町長が認める事業 

補助率
補助対象経費の２分の１ 

※1,000円未満切り捨て 

※消費税・地方消費税を除く

対象 

経費 
①外装・内装工事費、設備（水道、電気、ガス、空調）工事費、付帯工事費及び設計費 

②補助対象者が自ら店舗改修を行う場合の資材等の購入費 

補助金

上限額

①令和７年１０月１日から実績報告書の提出期限までに大鰐町に転入する個人または

大鰐町に本店を移転する予定の法人・ ・ ・ ・上限100万円

②上記以外の者・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・上限 50万円

回覧 


